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一般公開委員長  徳永 将史 

令和となって初めての東京大学柏キャンパス一般公開が

10 月 25 日(金）および 26 日(土)の二日間行われました。

柏キャンパス全体のキャッチコピーは新元号になったこと

を受けて「柏で感じる！令和の科学」になりました。今年

の秋は関東地方への大型台風の上陸が続き、これまでに例

のない記録的な暴風雨を経験することになりました。一般

公開初日も台風 21 号の影響で大雨となり、千葉県内でも

多くの方が洪水被害に見舞われました。被災された皆様に

は心よりお見舞い申し上げます。初日の大雨と強風にもか

かわらず、一般公開に多くの方がご来場くださいました。

物性研究所への来所者数をパンフレット配布枚数で集計す

ると、初日が 1,096 名、二日目が 2,361 名、合計では昨年

度とほぼ同数となる 3,500 名弱でした。 

今年の企画の概要を図 1 のガイドマップを参照しながら

振り返ります。物性研究所の一般公開のキャッチコピーは、

「もの」または「マテリアル」というキーワードを用いた

ものが例年使われてきました。今回のコピーは「もの」が 

二回入った「探し出せ！「もの」の中のすごいもの」でし

た。今回は一般の企画 9 件に加え、ミニドローンを飛ばす

プログラミングイベント、サイエンス・カフェを行いまし

た。また 26 日には柏キャンパス全体のイベントとして女

子中高生向けの進学促進イベントが開催され、今年は物性

研究所が幹事部局として協力しました。所内各所の企画に

置かれているクイズラリーで正解のスタンプを集めた方に

は、ロゴ入りのフリクション・ボールペンまたはルービッ

ク・キューブを進呈しました。

一般の企画では毎年恒例となっている施設紹介等に加え

て、今年の新作を発表している企画も充実しており、リ

ピーターを多数抱える一般公開のイベントでも多くの方に

ご満足をいただけているようです。図2の写真が示すように

家族連れの来場者も多く、企画も未就学児から高齢者まで

幅広い年齢層に対応しています。過去の展示も含めてこれ

まで一般公開企画のアイデアには秀逸なものも多く、この

二日間だけしか体験できないのはもったいない気もします。 
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図 2: 中性子グループの展示会場の様子(上)と物性犬T シャツ(下)。 図 3: 使用されたミニドローン(上)とプログラミングの様子(下)。 

図 1: 2019 年度版の物性研ガイドマップ。 
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個人的な感想としては、少し経費をかけて体裁を整えたも

のを常設展示すれば、子連れで物性科学を楽しめる科学博

物館として十分魅力のある施設になりそうだと感じていま

す。ちなみにこの写真でスタッフが着用しているTシャツ

は物性研究所の人気キャラクター「物性犬」をデザインに

取り入れた人気の品ですが、残念ながら非売品となってい

ます(図 2 下)。今年度は一般公開にご協力くださった方の

一部にお配りしていましたが、来年以降どうなるかは未定

です。 

プログラム上はイベント扱いになっていますが、新企画 

として本館 6 階でミニドローンの飛行体験がありました。

この企画は情報技術室の福田氏と矢田氏が中心となって運

営され、来場者がプログラム・コードを打ち込んでドロー

ンを操作するという内容でした(図 3)。安全上の配慮から

ドローンの飛行は本館 6 階の閉じた部屋の中で保護具を着

用した少人数を対象として行い、参加者は整理券を配布し

て調整しました。参加者を高校生以下に限定した企画でし

たが、二日目には整理券が配布開始予定時刻を待たずにな

くなってしまうほど人気を博しました。来年度から小学校

でプログラミング教育が必修化されることもあり、小学生

の子供を連れた親御さんの関心も高かったようです。 

もう一つのイベントとして、毎年恒例のサイエンス・カ

フェが 26 日昼に開催されました(図 4)。今年は物性研究

所の強磁場グループの悲願であった 1,000T の磁場発生が

実現したことを記念して、小濱研究室の野村氏と URA の

鈴木氏によるサイエンス・カフェ「磁石はどんどん強くな

る？」になりました。本館 6 階のラウンジがほぼ満席にな

る来場者を迎える中、(ノーベル賞受賞には生まれが早す

ぎた？)マイケル・ファラデーによる電磁誘導の法則など

を紹介しつつ、それを実感できる模擬実験などを通じて、

サイエンスを気楽に楽しめるひと時を演出していただきま

した。 

また、一般公開にあわせて今年の新しい試みとして少人

数の生徒・学生に実験を体験してもらう体験ツアーを実施

しました。物性研究所の一般公開は、約 10 年前までは各

研究室の実験室で行われており、来場者は研究が行われて

いる現場の雰囲気に接する機会がありました。その後来場

者の利便性を考えて、現在では会場を本館 6 階と低層棟の

二箇所に集約しています。展示が見やすくなった反面、研

究の現場を見る機会が減ってしまったことを補うため、昨

年度、廣井委員長の発案で研究の“コア”な部分を体験し

てもらう体験ツアーが企画されました。昨年度の反省を踏

まえ、ツアー参加者と一般来場者が重ならないよう、今年

度は参加者を事前に決定し、一般公開とは独立した企画と

して体験ツアーを実行しました。体験ツアーを実施くだ

さった研究室とその内容を記したスライドが図 5 上にあり

ます。例年団体で見学に来所される古河中等教育学校、飯

山高等学校、茨城工業高等専門学校の 3 校に参加を打診し

たところ積極的なご希望があったため、各学校に参加する

20～30 名の生徒・学生を選定していただきました。当日

の参加者はまじめで熱心な方が多く、時にはメモを取りな

がら説明を聞いて、普段学校ではできない実験を体験して

いました。

図 4: サイエンス・カフェのちらし(上)と会場の風景(下)。 
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図 5: 体験ツアー企画の案内スライド（上）と上床研究室での体験ツアーの様子（下）。右下図は室温・高圧下で作製した水に沈む氷の映像。 
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女子中高生限定の進学促進イベントとしては、柏キャン

パスの一般公開に合わせてこの数年行われている「未来を

のぞこう！」があります。午前の部として物性研究所では

チョコレートの美味しさとココアバターの結晶型との関係

を科学する「チョコレイト・サイエンス」の実習がありま

した(図 6)。これは、広報室の餅田氏らが KEK 在籍時に

構築したプログラムで、日産財団のリカジョ賞準グランプ

リを受賞した人気イベントです。今回も噂を聞きつけて遠

くは仙台や愛媛からの参加者もあったそうです。午後の部

では新領域創成科学研究科、大気海洋研究所の参加者と合

同でパネルトークが行われました。パネリストとして物性研

究所からは森研究室の藤野氏が参加され、参加者の質問に対

して女性研究者の先輩の立場から回答されていました。 

以上のように今年度の一般公開も企画が盛り沢山で、柏

キャンパス全体で大変活況を呈しました。私の記憶では、六

本木時代の物性研究所の一般公開は 5 年に一度の頻度で開催

されており、もっと落ち着いた雰囲気のイベントだったよう

に思います。それが柏移転を期に、地域住民の方に親しんで

いただけるよう毎年の開催になったそうです。その後柏キャ

ンパスの部局が増えるにつれて規模も拡大し、今では近隣の

皆様に楽しんでいただける毎年恒例のイベントとして定着し

ています。特に梶田先生のノーベル賞受賞が発表された

2015 年以降は総来場者数が 1 万人規模になり、各種の移動

販売車も来所するなど、お祭りの様な賑わいを見せています。

こうした子供からお年寄りまで幅広く楽しんでいただけるイ

ベントとして定着したことは大変素晴らしいと思います。一

方で子供にもわかりやすいように簡略化すると、物性研究所

で行われている最先端の研究のホットな内容が十分伝えられ

なくなる心配もあります。現在物性研究所内の多くの研究室

では、大学院進学を志望する学生の不足に悩まされています。

一般公開の様々な企画展示、体験ツアー、女子学生向け進学

促進イベントなどを通じて、将来物性科学の研究を志す学生

が一人でも増えることを願っています。 

この記事の文末にあたり、今回の一般公開の企画運営に

ご尽力くださった皆様に感謝申し上げます。一般の企画や

体験ツアーなどは常次副委員長に取りまとめていただきま

した。郷地委員は体験ツアーの説明に加えて当日のボラン

ティア活動の支援などでご協力をいただきました。後藤委

員はボランティアの取りまとめとガイドマップの作成でご

尽力いただきました。鈴木 URA にはサイエンス・カフェ

の企画を取り仕切っていただきました。準備の終盤になっ

て予定外のトラブルなどありましたが、サイエンス・カ

フェのイメージを示していただきました。餅田委員には

図 6: チョコレイト・サイエンス(上)とパネルトーク(下)の会場風景。 

Web デザインを始め、所外への情報発信をわかりやすく

まとめていただきました。またリケジョイベントでもチョ

コレイト・サイエンスの講師として活躍されました。青木

事務長、久保副事務長、大島副事務長の 3 名には常任委員

として実務全般を滞りなく進めていただきました。一般公

開委員に加えて、企画・イベントを担当してくださった方、

ボランティア活動をしてくださった方、体験ツアーの講師

の先生方、すべての皆様のお力で無事に一般公開を終えら

れたことを皆様と一緒に喜びたいと思います。そして特に

総務係を中心とした事務の方々のご支援に心より感謝申し

上げます(図 7)。予想以上の大雨と強風の中、予定にない

雨風対策が必要になりました。所内で発生する問題を次々

に解決される様子を拝見し、普段の研究生活でもこのよう

なご支援をいただけていることを改めて痛感した次第です。

来年度は常次委員長の下、よりよい一般公開が恵まれた天

気の中で開催されることをお祈りします。 

図 7: チーバくん(左)と物性犬(右)の笑顔の裏には見えない努力が…。
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